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54―　　―
土地利用調査写真
1．河口付近の養殖池地帯。水門の開閉によって池内
の塩分と水量を調整。魚やカニなども同じ池内で養
殖が行われる。年4回収穫が行われ，1ha当り約15万
匹の生産量。
2．竹製の小舟。塗料は石炭が原料の水をはじくコー
ルタール。潟湖内は水深が浅く，波が穏やかな環境
のため，多く利用される。　3．漁業用のトラップ。
衛星画像データを用いて養殖池かどうか判別可能。
4．河口付近に設置された水門。写真右が真水で左が
塩水。5．木製の橋。現地内陸側で多くみられた。　
6．「三十二車」という伝統的な農業用機械を使って，
水田の水を隣へ移している様子。材料は全て木(竹等)
を使用。　7．放棄田と水田。ラグーン湖岸で多く見
られた。8．脱穀後の米。聞き取りを行った方のとこ
ろでは500平米あたり，もみ付きで350㎏の収穫がで
き，脱穀後，100㎏あたり55万ドンで売る.
9．キャッサバ。栄養分の少ない砂地での栽培に適す
る。10．砂丘。主な土地利用は墓地。植生は乏しく，
ヤギが放牧される。
11．墓1。円墳が主流。時代が古いものは墓標の後ろ
に砂と小石が積まれているものが多い。　12．墓2。
方墳も見られる。　13．市場で売られる魚。14．養
殖したものではなく，川のエビ（Bacエビ）を売って
いる。100ｇあたり，写真左下が15,000ドン，右下が
12,000ドン（日本円でそれぞれ約60円，48円）。
15．米の値段。１㎏あたり，奥のもち米が13,000ドン,
手前のうるち米が11,000ドン（日本円でそれぞれ約52
円，約44円）。
55―　　―
マングローブ林調査写真
1．RuChaマングローブ林内林道。地盤の高い土地
の両側にトンネルを作るようにして，Excoecaria
agallocha（シマシラキ）やDolichandronegrathacea
が生育する。2．Dolichandronegrathaceaの果実。
ノウゼンカズラ科。3．Dolichandronegrathaceaの
種子。4．地質調査地1周辺の様子。乾燥していて非
常に硬い。無数にみられる穴は雨季の土の柔らかい
時期にカニが作ったと思われる巣穴。5．マングロー
ブ林内に見られた祠。この地域では，村（集落）を
切り開いた男女（いわゆる創始者）を祀って寺を一
組建てる。写真の祠は女寺。大分色が落ちているが，
とても鮮やかな色で塗られていたようだ。寺の様子
は日本と大変よく似ている。6．5の女寺の対となっ
ている男寺。破壊されているが，いつ，誰によって
壊されたのかは不明。7．林内の墓地。円墳。8．地
質調査地3近辺の様子。Acanthus ilicifolius（ムラサ
キミズヒイラギ）。9．地質調査地2近辺の様子。地
面がひび割れている。10．この地では2002年より
植林活動が行われている。その植林種Rhizophora
stylosa（ヤエヤマヒルギ）が生育している様子が見
られた（写真左）。写真右側の種に比べ，地盤の低い
場所に生育。11．マングローブ植林地。実際に植林
を行っているのは退役軍事と学生である。植林樹種
はSonneratia（マヤプシキ科），Avicennia（ヒルギ
ダマシ科）など。12．水路内。わずかに地盤の高い
箇所に生育するExcoecariaagallocha（シマシラキ）。
13．周辺の様子。奥からマングローブ林，墓地，池
となっている。池内ではアヒルが飼育されている。
写真右側の船が土地利用調査時に撮影した小船であ
る。
